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３学科の１年生に生命科学という講義を行っています。以下に、これらの講義の進め方

と授業評価についてご説明いたします。 

 

Ⅰ. 講義 

生命科学といってもとても

広い分野ですので、本校で

は、理学療法学科（ＰＴ）や

作業療法学科（ＯＴ）の１年

生には「ヒトの生物学入門」

という内容で講義しています

（ＰＴＯＴ生命科学）。解剖

学、生理学、生化学などの基

礎となりますが、比較生物学

の観点も取り入れています。

一方、看護学科１年生に対す

る生命科学（ＮＳ生命科学）

は、「遺伝学の内容をヒトの病気を例にして学ぶ構成」としており、病理学、疾病論、小

児看護学、母性看護学の理解につながる科目と言えます。 

これらの講義では、講義内容をパワーポイントで提示しながら説明を進め、途中、換気

やリフレッシュのための小休憩を挟みました。さらに、１年生が本校の授業に慣れていく

べき時期ですので、具体例を示しながら、理解しやすい説明を心がけてきました。毎回、

講義内容の確認テスト、質問・感想カード、前回の質問回答プリントなども配布し、各学

生の理解度や興味・関心を高めてもらう工夫も行ってまいりました。 

質問・感想の回答を印刷し、名前を伏せて全員にフィードバックしたのは、他のクラス

メートがどのようなことを考えてい

るかという情報共有をはかる目的が

あるからです。また、途中でレポー

ト提出を課しました。このレポート

や定期試験の答案は簡単なコメント

付きで学生に返却しました。シラバ

ス記載のように、成績評価は定期試

験（６０％）、レポート評価（２

０％）、授業態度（２０％）で総合

判定致しました。 



Ⅱ．学生による授業評価 

近年、授業の途中あるいは終了後に学生によって教員の授業評価をすることが一般的に

なっています。表１は、本校で使っている評価用紙の一つです。より詳細な評価用紙を使

っている教員もいます。ただ、学生がたくさんの授業科目の評価をすると、いわゆる評価

疲れを起こすことが懸念されます。そのため、短めの評価用紙を使う学校が多くなってい

ます。 

今回の授業評価は、成績が確定した時点で行いました。授業評価項目 Ｑ１～３は「各

学生の授業に対する取り組み」の、そして、Ｑ４～１３は「教員評価」の、質問項目で

す。Ｑ１４＆１５で「授業の目的が達成できたかどうか」を尋ね、最後のＱ１６では「総

合評価」をしてもらう内容です。また、自由記載欄もあり、具体的コメントを書ける配慮

もしています。 

 

 

以下の表２および３は、今年度の「ＰＴＯＴ生命科学」及び 「Ｎｓ生命科学」に対す

る学生評価をまとめたものです。今年度は、学生から例年以上に高い評価を頂きました

が、「Ｑ９の授業中の私語に対して適切な処置をとりましたか」がやや低い評価でした。

私自身講義に夢中になっていると気がつかないところがありましたが、来年度から気をつ

けたいと思います。 

表１ 



表２のＰＴＯＴ生命科学の授業では、具体的コメントにありましたように「わかりやす

い講義資料が欲しい」という意見がありました。この点に関しては、「講義資料をさらに

ブラッシュアップして、より理解しやすいものにする余地がある」と反省しております。

次回までに、資料全体を見直し、必要な部分は訂正あるいは変更いたします。 

表３のＮｓ生命科学の授業でも、「学生の授業に対する度満足が極めて高いこと」が考

えられます。学ぶ内容に興味や関心を持つことが最も大切なことですので、初年次教育と

しては望ましい対応になっていると考えられます。 

 

一方、質問に関しては、ＰＴＯＴ生命科学だけでなくＮｓ生命科学も、毎回およそ５０

〜７０％の学生が「質問感想カード」に記入して提出してくれました。講義での質問、感

想、コメント、授業から離れた個人的な興味などが記載されており、学生には授業に対す

る興味や関心、豊かな感性、広い分野に及ぶ関心事があることが明らかとなりました。講

義終了後に口頭で行う質問対応では、解答に時間の制約があることから、教員も学生もと

もに質問解答に時間をさくことを敬遠する状況になってしまいます。「質問感想カード」

という古典的なやりとりは時間がかかりますが、各学生の考えや思いを表出してもらうこ

とのみならず、学習内容に対する意欲向上につながる効果なども期待されます。 
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